
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次甲賀市総合計画 

基本構想（たたき台） 
 

 

 

（平成２８年８月８日１０時 時点） 

資料２ 
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頁イメージ 資料等 

 

この計画について（扉頁割愛） 

 

（１）計画の役割と構成 

この計画は、 

● 市民みんなが共有する、めざすべき「みらい像」を示し、その実現に向けた道筋

を明らかにする長期的な指針となるものです。 

● あらゆる「まちづくりの分野」を包括する、地域経営のための最上位の計画です。 

 

＜計画の構成と期間＞ 

・ 総合計画は、市議会での議決が必要な「基本構想」と「基本計画」、そして、こ

れらを実現するための手段である「実施計画」からなります。 

・ 「基本構想」は１２年を期間とし、私たちが将来に目指す「まちや人のすがた」

を描いています。 

・ 「基本計画」は１２年を見据えたうえで、４年を第１期の期間として、基本構想

を実現するための施策を体系的に示しています。 

・ 「実施計画」は基本計画と同じく４年を期間として、事業の予算編成のもととな

る計画であり、毎年度、見直すこととしています。 

甲賀市議会基本条例において、基本構想及び基本計画に関することが議決事件

として規定されています。 

 

（地方自治法第９６条第２項の議決事件） 

第１０条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第２項の規定に基づく 

議会の議決事件は、次に掲げるとおりとし、市政全般にわたり重要な計画等につ 

いて、議会と市長等がともに市民に対する責任を担いながら、計画的かつ市民の 

視点に立った透明性の高い市政の運営に資するものとする。 

（１） 総合的かつ計画的な行政の運営を図るために定める基本構想及びこれに 

基づく基本計画に関すること 

（２） 前号に掲げるもののほか、行政運営上特に重要な計画に関することで議 

長が必要と認めるもの 

市長公約・マニフェストとの連動性を高めるた

め、市長任期の４年を１期とする基本計画とし、

その３期１２年間を基本構想期間とします。 

＜メモ＞ 

○ 基本計画については、１２年通期で捉えて、

４年ごとに補正する考え方となります。 

○ 今回の改定では、予算と連動する管理型の基

本計画へと発展させます。 

○ そのため、第１期を管理型計画の導入期、第

２期を調整期と捉えます。 

基本構想 計画期間：12 年間 

平成 29（2017）年度から平成 40（2028）年度 

基本計画 

実施計画 

第 1 期 

計画期間：4 年間 

第 2 期 

計画期間：4 年間 

第 3 期 

計画期間：4 年間 

第 1 期 

計画期間：4 年間 

平成 29 

（2017）

年度 

平成 40 

（2028） 

年度 

第 2 期 

計画期間：4 年間 

第 3 期 

計画期間：4 年間 

甲賀市まちづくり基本条例において、基本構想及び基本計画は議会の議決を得

ることと、策定にあたっては、市民の意見を適切に反映させることが規定されて

います。 

 

（総合計画） 

第２６条 市長等は、議会の議決を経て定められた基本構想及び基本計画に基づ

き、総合的かつ計画的な行政運営を行い、その策定に当たっては、市民の意見を

適切に反映させます。 
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頁イメージ 資料等 

（２）甲賀市のすがた 

Ⅰ．位置と地勢 

甲賀市は滋賀県東南部に位置し、東西

43.8km 、 南 北 26.8km で あ り 、 総 面 積

481.62km2、県面積の約 12%を占めるまちで

す。東部が鈴鹿山系とその山麓の丘陵地と

なっており、ここに源を発する野洲川、杣

川、また、信楽盆地を貫流する大戸川沿い

の平地を中心に市民が暮らしています。 

面積の約 80%が森林と農地という、自然

が豊かなまちであり、奈良時代には聖武天

皇によって紫香楽宮が造営され、江戸時代

には城下町や宿場町として栄えた地とし

て、様々な歴史資源にも恵まれています。 

主な交通の軸としては、国道 1 号が東西

に横断し、国道 307 号が南北に縦断してい

ます。これに加えて、平成 20 年に新名神高

速道路と市内 3 つの IC が供用開始されたこ

とで、近畿圏と中部圏を結ぶ要衝、広域交

通結節点としてのポテンシャルがさらに高

まりました。 

鉄道は、JR草津線が北西から南東に走り、

貴生川駅を起点として、北東方向に近江鉄

道本線が延び、南西方向に信楽高原鐵道が

延びています。 

SKR、近江鉄道を

追記します。 
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頁イメージ 資料等 

【自然・環境】 

・ 自然が豊かで、空気、水

がきれい 

・ 自然、里山が豊か 

・ 農村の豊かな景観 

 

【観光】 

・ 観光資源が豊富 

・ 独自の観光資源がある 

【農業】 

・ 農業の活用 

・ 地産地消こだわった農業 

 

【コミュニティ】 

・ 人の心が温かく、人との

つながりがある 

・ 地域の人があたたかく、

子育てに適した環境 

・ 地域、隣同士の助け合い

の精神と、奉仕の心が根

付いている 

【住環境】 

・ 都会でもなく、田舎でも

ない。ちょうどいいまち 

・ 大都市からのアクセスの

良い住みやすい田舎 

・ お店や施設もあり、車が

あればそこそこ便利なま

ち 

 

【防災・安全】 

・ 災害が少ない 

・ 安全で犯罪が少ない 

【交通】 

・ 交通の便が良い 

 

 

““おおししゃゃべべりり””カカフフェェややアアンンケケーートトのの意意見見  

将将来来にに残残ししたたいい甲甲賀賀市市のの魅魅力力 

Ⅱ．まちの魅力 

①多彩な風土 

 ＜自然資源＞  

滋賀県・三重県の県境をなす鈴鹿山脈は、

琵琶湖の水源を涵養する大切な森林地で、石

灰岩地帯特有の貴重な植物や、花崗岩の浸食

地形がつくる渓谷景観などを保護する目的で

国定公園に指定されています。 

甲賀市の東部は御在所山から油日岳にかけ

ての山地・山麓によって占められています。 

こうした原生的な自然と都市との間にあっ

て、集落とその周辺の二次林、農地、ため池、

草地などで構成されるのが「里地里山」です。 

市内では、今日も地域の暮らしとともに「里

地里山」が美しく保たれており、風情ある農

村景観をつくっています。 

このような自然資源に恵まれた市域を「東

海自然歩道」が、33km にわたって横断してお

り、四季を通じてハイキングや観光に利用さ

れています。 

鈴鹿山脈 写真 

農村景観 写真 

谷津田 写真 

東海自然歩道 写真 

【有識者ヒアリングから】 

・ 「交流人口」「I ターン」などで人を惹きつけるには、「美しさ」「伝統」といった視点でま

ちを維持、発展させていくことが鍵となる。 
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頁イメージ 資料等 

 ＜甲賀流忍者＞  

「甲賀」といえば、誰もが「忍者」を真っ

先に思い起こすほど「甲賀流忍者」のブラン

ド力は強く、世界を魅了する“クールジャパ

ン・コンテンツ”としての高い価値を有して

います。 

市内には、全国唯一の“当時のまま残され

た”本物の忍術屋敷「甲賀望月氏本家旧邸」

があり、仕掛けを凝らした屋敷において体験

型の歴史学習等を提供しているほか、甲賀流

忍者をテーマとする多様な観光資源がありま

す。 

このような観光資源を活かすとともに、甲

賀流忍者の子孫の確認など、世界に向けて「甲

賀流忍者の末裔が今なお暮らす本物の忍者の

まち」をコンセプトとしたシティセールスを

展開しているところです。 

 

 

忍者関連 写真 

巻き寿司・鍋など 写真 

忍術屋敷 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 「甲賀流忍術屋敷」は、本市公認のもと、平成 27（2015）年に発足した「日本忍者協議会」の登録

団体となっています。 

ロゴや 

キ ャ ラ ク タ ー

など 

・ 統一モチーフ、ロゴ 

・ 市民に忍者衣装を無料配布 

・ 忍者のネーミングを使用した農作

物をつくる（忍者ネギ、忍者たまご） 

・甲賀ってどこ？と聞かれたら「甲賀

流忍者の町やで」とみんなが言え

る。紹介する。 

 

・ くすり学習館に忍者コーナー。

くすり＝忍者 

・ 忍者列車 

・ 忍者の田んぼアート 

・ 甲賀忍者は“本物”。世を生き

る術として欠かせないもの。 

  など 

市市民民参参加加にによよるる““おおししゃゃべべりり””○○大大 カカフフェェででのの  

意意見見やや取取りり組組みみののアアイイデデアア！！ 

 

・総合戦略のリーディングプロジェクトである 

忍者について、特出しします。 

・シティセールスについても触れます。 
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頁イメージ 資料等 

 ＜国史跡紫香楽宮跡＞  

奈良時代の中頃、聖武天皇によって造営さ

れ、甲賀寺では国家の平和を願って大仏造立

が発願されました。 

造営当初は、離宮として建設が始まりまし

たが、次第に造営が本格化し、天乎 17 年には

実質的な首都となりました。 

昭和 59 年から発掘調査が進められ、日本で

2 例目となる『万葉集』収録の歌木簡が発見

され大きな話題になりました。 

現在、その跡地は信楽町北部で 5 つに別れ

て、計 26.6ha が国史跡として保護されていま

す。 

 

＜中世城郭群＞  

滋賀県には戦国時代に築かれた 1,300 もの

城跡があり、このうち市内には 200 余りがあ

ります。 

甲賀の城は、土豪や地侍集団である「甲賀

衆」によって、集落の中やその背後の丘陵部

に築かれた小規模なものが多く、周囲を一辺

50m ほどの土塁と堀によって囲んだ「単郭方

形」の構造です。 

同一構造の城が同時期に築かれ、それが同

地域に群在するというすがたは、他に例を見

ない最大の特徴となっており、5 つの城跡が

「甲賀郡中惣遺跡群」として国の史跡に指定

されています。 

 

 ＜水口岡山城＞  

水口地域の市街地を一望できる古城山には、羽柴（豊臣）秀吉が近江南部支配の拠

点として造らせた水口岡山城跡があります。この城は、旧甲賀郡で最初の大規模な織

豊系城郭であり、中世の甲賀衆の在地支配を払拭し、水口が城下町として近世甲賀郡

の中心となるもととなった城です。 

紫香楽宮跡全景 写真 

城跡 写真 

新宮城など 図 

水口岡山城跡遠望 写真 
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頁イメージ 資料等 

 ＜宿場町・城下町＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内には、古来より東国や伊勢と京（都）

を結ぶ重要な経路であった東海道が横断して

おり、徳川家康が関ヶ原の合戦の翌年の慶長

６年（1601 年）に東海道を整備した際、土山

宿との水口宿が設けられました。 

土山宿は、東の箱根と並ぶ西の難所である

鈴鹿峠を控え、また、土山宿と旧中山道小幡

（東近江市）を結ぶ御代参街道を往来する人

が休む宿場として栄えました。 

水口宿は、後に徳川家光が京都に上洛する

ための宿館として造られた水口城の城下町と

しても整備され、「街道一の人留め場」とい

われるほどのにぎわいを見せました。 

土山宿関連 写真 

 

水口城跡 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 水口城跡は水口城資料館として復元整備されており、当時のようすを今に伝えています。 

水口曳山 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 曳山祭など記述。 
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 ＜信楽焼＞  

信楽焼は、「八相縁起」を表わした狸の置

物のイメージが定着していますが、中世に興

って現代に続く、有力な陶磁器の産地「日本

六古窯」のひとつに数えられ、その土味を生

かした素朴な風合いが多くの人に愛され続け

ています。 

信楽地域に所在する陶芸の森では、体験型

の各種教室・講座の実施、陶芸家の作品の展

示などのほか、アーティスト・イン・レジデ

ンスとして、内外の多くの陶芸家の滞在・制

作・交流の場を提供しています。 

 

 ＜茶＞  

土山の丘陵には、県内一の茶の生産を支え

る広大な「土山茶」の大茶園があります。ま

た、独特の香味の高級茶である「朝宮茶」が、

山の斜面を利用して栽培されています。 

 

 

 

これら多彩な魅力ある資源に満ちた本市へのアク

セスは、新名神高速道路の整備によって大幅に向上し

ています。大阪・名古屋から 1.5 時間、京都から 1 時

間の時間距離という地の利を最大に活かし、世界を見

据えた着地型観光の有力な都市として、諸条件・環境

の整備を着実に進めています。 

甲賀 

名古

屋 

京都 

大阪 

1h 

1.5h 

1.5h 

■車移動による時間距離 

狸の置物 写真 

 

 

 

 

 
※ 八相縁起説明 

陶芸の森 写真 

茶畑／茶 写真 

時間距離 図 
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②人々の絆（きずな） 

私たちの間に強く保たれている支え合いの精神は、戦国時代に甲賀衆が地域を支

えていた頃から脈々と伝わるものです。同じ姓を持つ家（同族）の結束の「同名中」

によって、掟を定め、戦の時の動員や、もめごとの解決などを寄会で合議・決定し

たと考えられています。 

戦国時代後半には、近接する同名中どうしから、さらに広域での連合が進み、「郡

中惣」といわれる統治の形態へと発展しました。一領主に権力を集中させない地侍

の連合で、小領主間の横のつながりによる統治であったことは、先述の中世城郭群

の態様と一致します。 

この伝統の精神を引き継ぎ、市内には概ね小学校区を区域とする 2５の自治振興

会があります。これからの市民による自治の基盤として、人々の絆（きずな）によ

るまちづくりが進んでいます。 

 

③ものづくりのまち 

市内には、米・茶を中心として、かんぴょうなどの特産品もある農業や、檜中心

の林業、忍者や山伏を起源とする薬業、信楽焼の窯業など、様々な地場産業があり

ます。 

また、近江水口テクノパークや甲

南フロンティアパークを始め、11 の

工業団地があって、自動車関連、電

子機器、金属・プラスチック製品な

ど多様なものづくり企業が集積立地

する内陸工業地として発展してきて

おり、平成 18 年以降、製造品出荷

額において県内 1 位を維持していま

す。 

 

甲賀市

11.4%

草津市

9.7%

東近江市

8.8%

長浜市

7.1%
湖南市

6.8%

他の自治

体

56.3%

滋賀県の製造品出荷額等の

自治体構成

・ 区・自治会の加入率は低下している。 

・ 地域により、加入率には差がある。 

 

平成 25 年工業統計調査 
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（３）人口・世帯の動向 

国勢調査による甲賀市の人口は、平成 17（2005）年の 93,853 人をピークと

して減少に転じ、平成 27（2015）年では 90,927 人（速報値）となっています。

このまま人口減少が進んだ場合の平成 72（2060）年※の人口を推計すると、

59,565 人となります。 

 

※ 国では、平成 22（2010）年の国勢調査を基準に、その 50年後を節目として推計等を行っており、本市におい

ても、これに準じています。 

0～14歳
14.7%

15～64
歳

63.2%

65歳以上

22.1%

2010年
（実績値）

0～14歳
11.4%

15～64
歳

57.7%

65歳以上

30.9%

2030年
（推計値）

0～14歳
10.6%

15～64
歳

53.5%

65歳以上

35.9%

2060年
（推計値）

2010年 
(平成 22年) 

2040年 
(平成 42年) 

2060年 
(平成 72年) 
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（４）市民の実感と意識 

“便利な田舎”が好き 

 

 

 

若者・女性に選ばれるまちにしたい 

 

 

 

“甲賀流忍者”をもっと推したい 

 

（４）時代の潮流とまちの課題 

人口減少の時代に、今まで以上に 

挑戦しよう 

日本全体が人口減少社会へと転じ、その影響は中山間地域で一段と深刻なもの

となっています。行政機能の集約化や市民自治の基盤づくりを進めたこれまでの

10 年を踏まえ、市民生活の“暮らし”を守るため、都市構造の見直しや都市資源

の整理・再編といった抜本的な対応も含めて「まちを小さく充実させる（縮充）」

ことが喫緊の課題となっています。 

本市においても、人口減少がさらに急激に進む時代の入り口に差し掛かってお

り、多岐にわたる困難な課題をみんなで共有しながら、変化に挑まなければなり

ません。 

 

誰もが魅力あるまちづくりの主役として 

行動を起こそう 

「住みつづけたいまち」「選ばれるまち」としての魅力を高めることが、まち

の未来を左右する時代となっています。「市民のまちづくりの主体としての意識・

誇り（＝シビック・プライド）」を高めるため、地域の過去と現在を学んだうえ

で未来を創り、多くの人々にまちの魅力を伝えていくことが重要です。 

自治振興会を単位とする小規模多機能自治の仕組みを築き、平成 28 年 4 月 1

日施行の「甲賀市まちづくり基本条例」により、私たちはまちづくりを進めるた

めのルールを定めました。これらを礎として、市民一人ひとりのシビック・プラ

イドをつくっていくとともに、都市部への積極的なシティセールスを展開するこ

とで、市外からの「交流人口」や、地域内での「活躍人口」の増加を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 66.5%が甲賀市に愛着を感じている。（「愛着を

感じる」「まあ感じる」の合計） 

・ まちの魅力を自慢できる人は 31.0%（「そう思う」

「まあそう思う」の合計） 

・ 市全体の定住意向（「これからも住み続けたい」）

は 76.0%。 

・ 16～29 歳の定住意向は 50.5%と半数に留まっ

ている。 

・ 土山・甲賀・信楽地域ではすでに 20

年以上にわたって人口減少が続いてい

る。一方で、水口・甲南地域では、人

口が横ばい傾向にある。 

・ 高齢化率についても、市街地と山間地

では大きな開きがある。 

 

【有識者ヒアリングから】 

・ 人口は 10 年後には 10%程度、20～30 年後にはさらに減少し、人口密度が低くなる。その状

況をイメージし、市民生活に問題が生じないようにするにはどうすべきかを今から考えて行く必

要がある。まだ余力があるこれからの 10 年間において、20～30 年後に向かっていく準備をし

なければならない。 

・ 人口減少のプロセスは集落ごとに異なるため、その動きを見極めたまちづくりを進める必要があ

る。地域に根差した人が多い地域は移住が進まず、コミュニティ・コンビニのような拠点が必要

となってくるだろう。 

・ 居住の自由はあるが、そのために財政に過剰に負担がかかることは問題。このことは市民と共有

しなければならない。 

・ 急激に人口を減らさないためにも、交流人口を増やしていくことは必要。 
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地域経済の循環を生み、 

自立したまちになろう 

大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済システム（規模の経済）からの脱却と、

資源の循環に持続可能な経済成長を生み出す「循環型経済システム」への転換が

求められています。 

ヒト・モノ・カネの地域内での循環により、既存の企業・事業者等の活動を支

えることに加え、地域の資源を活かした新しいビジネスや、地場産業のイノベー

ション、ものづくり企業が有する高い技術の新たな活用などを積極的に応援し、

市内に働きがいのある多様な雇用をさらに創り、“稼ぐ力”による自立したまち

となる必要があります。 
資料：RESAS 環境省「地域産業連関表」、「地域経済計算」（株式会社価値総合研究所（日本政策投資銀行グル

ープ）受託作成） 

・ 甲賀市は地域経済循環率が 123.4%と自立度が比較的高い。 

「地域経済循環率」は生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値で、地域経済の自立度を示し

ており、値が低いほど他地域から流入する所得に対する依存度が高い。 

・ 生産は地域が生産した商品やサービス等を販売して得た金額から、原材料費や外注費といった中間

投入額を差し引いた付加価値額を示しており、第 2 次産業の付加価値額が多くなっている。 

・ 分配（所得）をみると、地域内の住民・企業等が稼ぐ所得より、地域の産業が分配する所得が多く

なっている。 

・ 支出のうち住民等の消費である民間消費額のうち 516 億円が地域外へ流出しており、市内で消費

されていない（全国でも低位）。一方、企業等の設備投資として、地域外から 242 億円が流入し

ている。 

【有識者ヒアリングから】 

・ 農業は個人の「業」ではなく、広域の法人ですべきこと。個人では耐えられない。 

・ 農業、農村、農家をセットで守ることは難しい。農業を食料生産の業として考えていくべき。 

・ 谷津田、棚田を生産する場として残すことは難しい。残していくためには、世界農業遺産、

文化的景観、名勝地、記念物などの文化的な価値に位置づけるしかない。 

・ 交流人口の増加に向け、グリーンツーリズムの可能性はあるのでは。 

 

 

【市民の実感と意識】 

「“便利な田舎”で大好きな“まち”。気になるのは公共交通やな。」 

「もっと、まちに誇りをもって、外の人に自慢せなあかんで。」 

「災害や犯罪も少なくて、安全・安心なまち。将来の自然災害だけが心配やわ。」 

「男性も女性も、いきいきと働きながら子育てができるまちやとええなぁ。」 

「今の退職世代が地域を支えてんねん。できれば、若者と一緒にがんばりたいわ。」 

「まちづくりは人づくり。甲賀市の財産は“人”や。」 

「新しい“しごと”や地域活動など、チャレンジする人をみんなで応援しよう。」 

「全国から見れば甲賀＝忍者なんや。もっと活かして儲けなあかんわ。」 

「中山間地域を守るためには、農業や林業で“稼ぐ力”をつけな。」 

「このまちに住み続けたいけど、希望の仕事が市内に無いねん。」 

イラスト 
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基本構想 

基本構想（たたき台） 

【有識者ヒアリングから】 

・ 消滅可能性都市の議論が巻き起こり、まちを縮小させていくことについて、全国で一定のコ

ンセンサスができてきた。ただし、「いつから」という選択が残っている。 

・ これからの 12 年間で着手し、基本計画に「学校、保育園の統廃合」「コミュニティバスの

見直し、廃止」「ダウンゾーニング（逆線引き）」など、縮小に向けた取り組みを挙げるの

であれば、構想で縮小に向けての内容を記載し、合意を得ることは必要。 
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あい甲賀 いつもの暮らしに 

“しあわせ”を感じるまち 
 

あい甲賀。このまちでは、人と人のつながりや、ふるさとを愛する気

持ちがあふれ、あちこちで”家族愛”や”地域愛”、”郷土愛”が育ま

れています。 

四季折々、豊かな風土は、私たちに多くの恵みをもたらし、「郡中惣」

による自治の伝統や、匠の手に伝わる確かな技術とともに受けつがれ、 

“甲賀流”の誇りを生み出しています。 

 

このまちでは、誰もが人権を大切にされ、いきがいをもって、健康で

安心して豊かに暮らし、もし誰かが不幸に苦しむことがあれば、まわり

から必ず温かい手が差し伸べられ、誰かが新たなチャレンジに臨むとき

には、力強い応援が寄せられます。 

私たち一人ひとりが地域の自然や伝統を守り、“住み心地のよさ”や

“稼ぐ力”を高め、日々の暮らしのなかで、市民であることに「幸福」

や「誇り」を感じています。 

市民幸福度の高さと有利な交通条件により、世界中から甲賀市を「選

ぶ」人々や企業が集まり、若者が住み続けたいと思い、新しい家族がう

まれ、子どもの声があふれています。 

 

このような、まちや人のすがたを「あい甲賀 いつもの暮らしに“し

あわせ”を感じるまち」とし、その実現に向けた取り組みを「未来の市

民」と約束します。 

＜総合戦略の基本理念＞ みらい像の記述の核 

市民幸福度の最大化でわがまち「甲賀」の人口減少に挑む 

この地に暮らせば、日々の営みに「満足」や「幸福」を感じ取ることができる。誰

もが健康でいきいきと、安心して、豊かに暮らしていて、もし誰かが不幸に苦しむこ

とがあれば、温かい手が差し伸べられる。 

そういうまちだからこそ、人は離れず、まちの外から人々が集まる。若者がまちに留

まって、新しい家族が生まれ、子どもの声があふれる。 

私たちは、誰もが日常の生活で幸せを感じることができるまち、市民幸福度が高い

まちをつくっていくことが、最も優れた人口減少の対策であると考え、これを本戦略

の基本理念とします。 

＜甲賀市市民憲章 逐条解説より論旨抜粋＞ 基調踏襲 

○ みんながつくる住みよさと活気あふれるまち 

・ 愛に満ちあふれ、人権が尊重される 

・ 自然・文化遺産を守り活かし、新しい文化を生み育てる 

・ 安心・安全・やさしさ等を望む将来世代の「おもい」に応え、みんなが笑顔で暮ら

せるようにする 

・ 自治の気風、地場産業や新しい産業などを受け継ぎ発展させる 

・ 理想郷の実現を求める想いを、子どもたちの未来に重ねて末永い幸せを願う 

人口の急激な減少の

なかでも「しあわせ」

を感じられるまちを

追求しようとする基

調で記述している。 

恵まれた諸資源を守

り活かして、将来世

代重視で、活気ある

理想郷を求め続ける

基調で記述してい

る。 

＜甲賀市まちづくり条例 前文論旨抜粋＞ 基調踏襲 

・ 私たちのまち甲賀市は豊かな自然と美しい景観に恵まれている。肥沃な大地は、米

や茶を育て、窯業や薬業などの地場産業を生み、発展させてきた。 

・ 古代には紫香楽宮が置かれ、中世には「甲賀衆」結集し、「郡中惣」の結びつきに

合議に基づく自治の伝統を築いた。世界に知られる「忍者」の源流でもある。 

・ 近世には宿場町や城下町が形成されて交通の要衝となり、現在まで、この地域は常

に「道」とともに発展し続けている。 

・ 私たちは、歴史や文化に誇りを持ち、地域を愛する心を育み、自らとそして未来あ

る子どもたちのために、魅力あふれる本市のまちづくりに取り組まなければならな

い。 

・ そこで私たちは、自治の担い手として協働により豊かな地域社会の実現を目指すた

めに、この条例を制定する。 

自然環境と、歴史・

文化の蓄積を踏まえ

て、将来世代重視で、

自治の力を発揮すべ

きことを基調に記述

している。 

＜現総計のキャッチフレーズとまちづくりの理念＞ 基調踏襲 

人 自然 輝きつづける あい甲賀 

・ 自然のもたらす大地の恵みが、市民の暮らしに強く結びついているまち 

・ 地域を担う人が育ち、広域的な交流や活力が踏まれているまち 

・ 互いの人権が尊重され、生活の安心感や生きがいをみんなで高めているまち 

（１）まちや人のすがた 

１．みらい像 

この基本構想では、「まちや人のすがた」「人口フレーム」「都市構造」の 

３つの視点から、甲賀市のみらい像を描きます。 
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人口フレームは、次のとおりとします。 

 

平成 40（2028）年に人口 87,000人 

 

人口減少と少子高齢化がこれまでと同様に推移した場合、平成 72 年
(2060年)の人口は、59,000人あまりと推計されており、都市としての利便
性が低下し、人口減少をさらに加速させるおそれがあります。 
このような負の連鎖を断ち切るため、平成 28年 2月に「甲賀の國づくり

プロジェクト －甲賀流まち・ひと・しごと創生総合戦略－」を策定し、平
成 72 年（2060 年）の人口を 73,000 人に留めるビジョンを描いたところ
です。 
これら人口減少の対策には、出生率の上昇と若者・子育て世代の転入によ

り、人口の増加と人口構造の安定化を図る「攻め（積極策）」と、避けられ
ない人口減少に向き合い、地域社会の仕組みを今後の人口構造の予測に即し
たものに再構築する「守り（調整策）」があります。 

人口フレームを設定するにあたっては、夢だけでなく、現実をしっかりと

見据える必要があります。しかし、現実的な未来だけを考えても、“しあわ

せ”な未来を創ることはできません。そして、人口は単なる数値ではなく、

「夢」や「人生」の数でもあります。 

このことから、「現実的な未来」と「夢や希望のもてる未来」のふたつを

掛け合わせ、みんなが共有できる人口フレームとして、将来の人口目標を
87,000人とします。 

（２）人口フレーム※ 
※人口フレーム：人口推計等を踏まえて

設定する、計画期末の都市の容量の設

定であり、社会資本整備の基準となる

もの。従来、人口急増期に計画的な社

会資本整備を行うために設定してき

たが、今日の人口減少局面において、

都市の便益をなるべく保ちつつ、人口

規模に見合ったより効率的な「賢い縮

退（スマート・シュリンク）」を計画

する基準として設定します。 

【有識者ヒアリングから】 

・ 人口はどのような経済予測よ

り当たる。必ず社人研に近い

数値になる。将来の人口規模

をイメージし、まだ余力のあ

るこの 10 年間で 20 年後の

準備をしなければ、市民生活

が成立しなくなる。 

・ 特にインフラ整備を目標フレ

ームで整備することは大きな

問題となりえる。 

(人)
100,000

2028
(H40) (H72)

2060
(H37) (H52)(H12) (H17) (H22) (H27) (H32)

20402000 2005 2010

2017
(H29)

2015 2020 2025

93,853人

82,000人

75,000人

73,000人

59,000人

90,927人

第２次甲賀市総合計画

【人口目標】
甲賀の國づくりプロジェクト

【人口推計】
国立社会保障・人口問題研究所（準拠）

87,000人

”攻め”の人口フレーム

”守り”の都市フレーム

83,000人

H27 国勢調査を踏まえて若干修正します 
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暮らしをつなぎ、地域を未来につなぐ 
― コンパクト・ビレッジ ＋

プラス

 ネットワーク ― 

 

人口減少と人口構造の不安定化がさらに加速する時代を乗り越えるた

め、私たちは「小さく充実させる＝縮充」への転換を図るため、都市構造

の再構築を進めます。 

本市においては、「暮らしをつなぎ、地域を未来につなぐ ― コンパ

クト・ビレッジ ＋ ネットワーク ―」をテーマとして、以下の基本方針

のもとで、地域ごとでの役割分担と、拠点間の相互連携による補完機能の

強化を図っていきます。 

＜都市構造見直しの視点＞ 

ア．人口減少を踏まえた集約型都市構造への転換 

・ 郊外市街地の「賢い縮退（スマート・シュリンク）」 

・ 空き家、空き地、空き公共施設等の空きキャパシティの活用 

・ 災害に備えた都市機能の強靭化 

イ．地域の生活拠点の機能維持（ふるさと集落生活圏の維持） 

・ 高齢化に対応した定住環境の維持 

・ 各地域にある公共施設ストックの整理 

・ 耕作放棄地や山林の活用及び撤退 

ウ．基幹的な公共交通サービスの水準維持 

・ 産業基盤の優位性を高める公共交通幹線軸の強化 

・ 幹線道路および公共交通幹線軸への居住誘導 

・ 各地域をつなぐ、福祉視点の公共交通ネットワーク 

（３）都市構造 

＜３つの基本方針＞ 

自然環境や文化・生業
なりわい

、社会資源の配置状況、移動手段、防

災・減災機能などを踏まえて、次の３つの方針による都市構造

の転換を進めます。 

① 都市的土地利用と農村的土地利用の再編・調整・共存 

⇒ 中山間地、田園地、市街地 

② 日常生活と都市機能を支える地域拠点づくり 

⇒ 交通拠点、都市拠点 

③ 各拠点を結ぶ暮らしを支える交通ネットワークの確保 

⇒ 地域内ネットワーク、拠点間ネットワーク、広域ネ

ットワーク 

 

【有識者ヒアリングから】 

・ 都市機能を集中させ、甲賀市としての都市核を形成する必要がある。旧町の庁

舎等が立地する中心地に対して、拠点という表現はなじまない。 

・ 10 年後のまちのすがたのイメージは、ネットワーク型の集約都市。全ての拠点

で全ての機能をそろえる必要はなく、足りない機能は相互補完しあう。そのよ

うなまちづくりを進めればよいのでは。 

・ 公共交通は移動する権利を保障するものではないか。福祉的なニーズから必要

だと考える。 

・ 農業、農村、農家をセットで守ることは不可能。10 年経てば、農業従事者の

構造が大きく変わる。 

・ 日本は諸外国と比して、水田面積が多すぎる。谷津田、棚田は撤退もやむを得

ないのではないか。 

・ 市街化調整区域における都市計画の見直しをする場合は、「市街化区域からの

距離」「集落の規模」を厳しく設定し、指定箇所を限定すること。際限なき住

居の分散はするべきではない。 

※「都市計画マスタープラン（立地適正化計画）」「公共施設総合管理計画」

「公共交通網形成計画」と共有する方針とします。 
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都市構造（概念図） 
都市計画マスタープラン（将来都市構造図） 

概ね小学校区単位をつなぐ「暮らしの補完機能」（案） 

 フルセットではなく、 

「あるもの活かし」の相互補完 

最終的にはイラストで
表現します。 

交通拠点
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基本構想期間を通じたまちづくりの大きな方針となる５つの大綱を以下に示

します。 

 

その１：住み慣れた地域での暮らしを守る 

その２：人と文化を未来につなぐ 

その３：世界基準の安全・安心をつくる 

その４：地域の“稼ぐ力”を高める 

その５：結婚・出産・育児の希望に応える 

 

（１）住み慣れた地域での暮らしを守る 

・ 人と人が対等につながり、お互いの尊厳と権利を守り、すべての人が自

分らしく生きることができる、人権が尊重されたまちづくりを進めます。 

・ 年を重ねて培った知恵や経験を誰もが、地域や職場で活かせるよう、健

康寿命を延ばし、生涯活躍を推進します。 

・ 誰もが住み慣れた地域でその人らしく生活できるよう全世代全対象型

地域包括支援に取り組みます 

・ 医療・介護、福祉、教育、交通などの生活サービスを維持するため、中

山間地域の暮らしのまとまった地域における社会資本を整備し、小規模

多機能自治の取り組みを加速させます。 
 

 

（２）人と文化を未来につなぐ 

・ 甲賀の資産は“ひと”です。まちを愛し、そこに住み続けたい、働きた

い、まちのために活躍したいと思える、ふるさと愛（シビック・プライ

ド）にあふれた人材を地域とともに育てます。 

・ すべての子どもが経済的な不安等を感じることなく、のびのびと夢を追

えるような支援を行います。 

・ 学ぶ力、豊かな心、健やかな体のバランスのとれた「生きる力」を育む、

自己実現を図る教育を進めます。 

・ ローカル、グローバルの双方から考えられる人材を支援し、多世代・多

文化交流の共生社会の実現に向けて、誰もが能動的に行動します。 

 
 

２．まちづくりの大綱 

目標 1 生活の安心感をみんなで育てる 【人権・保健・福祉分野】 

目標 2 自然環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ 【環境分野】 

目標 3 安全で快適な生活の基盤を整え、まちの活力を高める 【都市基盤分野】 

目標 4 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす 【産業分野】 

目標 5 たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 【教育・文化分野】 

協働の目標 市民と行政の協働により、まちの成長力を高める 

まちづくりの目標 

甲賀市の将来像及びまちづくりの理念を具体化するため、次の 5つのま
ちづくりの目標を掲げ、総合的なまちづくりに取り組みます。 

目標１ 生活の安心感をみんなで育てる 【人権・保健・福祉分野】 

年齢や性別、障がいの有無や人種などに関係なく、すべての人がお互いを尊重し合い、地

域の一員となって等しく社会参加できるよう、市民の人権尊重や男女共同参画社会に対する

意識や理解を深めます。 

そして、市民誰もが、地域活動への参加を通じて社会とのかかわりを持ち、互いの顔と顔

が見 える関係を広げていくことで、生活の安心感を高めます。 

子育て及び高齢者の健康維持などに関する不安を、気軽に相談し、支え合いながら解消し

ていく体制を、地域住民と行政が一緒につくり上げます。 

 

 

目標２ 自然環境を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ 【環境分野】 

環境問題を市民一人ひとりが自分自身の問題として考える意識を高め、自然や限りある資

源を大切にしようという、具体的行動に取り組みます。 

そのため、自然の有する偉大な力や自然とふれあう愉しさを、誰もが学び、体感できる機

会を充実させるとともに、自然から得られる様々な恵みを、暮らしの豊かさにつないでいく

ための市民生活の知恵を育てます。 

また、子ども達の原風景となり、来訪者に地域を印象づける、美しいふるさとの風土をま

もります。 

【参考】第 1次甲賀市総合計画 後期基本計画 
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頁イメージ 資料等 

（３）世界基準の安全・安心をつくる 

・ 防災や防犯、交通等、安全で安心して暮らせるまちとなることで、居住

地の選択や企業の誘致を有利に進めます。 

・ 今世紀前半の発生が危惧される南海トラフ地震や、近年頻発する局地的

短時間豪雨に対応します。 

・ 災害に備える施設、安全な道、防犯体制の構築などハード（施設・制度・

場）の充実はもちろんのこと、それらを使いこなすソフト（人と人のつ

ながり、多世代・多文化のコミュニティ）の充実を図ります。 
 

 

 

（４）地域の“稼ぐ力”を高める 

・ 地場産業の担い手である中堅・中小企業に対して販路開拓等の支援を行

い、異業種交流により、外貨を稼ぐ力を引き出します。 

・ 若者、女性の働く意欲と能力を活かすための環境を整備し、それぞれの

チャレンジを応援します。 

・ JR 草津線の利便性を高めるとともに、産業基盤の優位性を保つため、公

共交通幹線軸を強化します。 

・ 物流至便で災害が少ないといった操業条件の魅力を活かした企業誘致

と起業支援を促し、地元企業とともに市内での安定雇用の確保に努めま

す。 

・ 農林業の６次産業化や他分野との連携を支援することで、生産性向上・

成長産業化を促します。 
 

 

 

（５）結婚・出産・育児の希望に応える 

・ 心豊かな交流のもとでパートナーと出会い、新しい家族を安心してもつ

ことができるよう、世代と地域を越えた連携のもとで、子育て環境を充

実させます。 

・ 誰もが自ら望むワーク・ライフ・バランスを選び、地域や職場で活躍で

きるような取り組みを進め、ライフ・ステージに応じた切れ目のない支

援を行います。 

 
 

 

目標３ 安全で快適な生活の基盤を整え、まちの活力を高める 【都市基盤分野】 

各地域・年齢層のライフスタイルに応じた生活基盤を充実させます。さらに防災や防犯等

に必 要な対策をハード、ソフトの両面から実施することにより、日常生活の安全性と快適

性を高め、人々の定住を促進します。 

特に、日々の生活を送る上で必要な地域情報をいつでも得られ、目的に応じて市内外を移

動し やすい環境に整えることで、誰もが暮らしやすいと感じられるまちをめざします。 

さらに、新名神高速道路インターチェンジ周辺や鉄道駅周辺、各地域の中心部などに、都

市機 能を計画的に配置し、多様な人と人との交流や賑わいを生み出し、まちの活力を高め

ます。 

 

 

目標４ 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす 【産業分野】 

大地から得られる恵み・産物、そしてこれまで受け継がれてきた地域の歴史や伝統、さら

には、近畿圏と中部圏をつなぐ立地特性と新名神高速道路による広域アクセス性などを活か

し、元気な産業を育て、地元の雇用を創出します。 

甲賀市の特色のひとつである、農業や地場産業は、「地産地消」「ブランド化」を通じて、

市民生活に豊かさをもたらす活動として取り組みの強化を図ります。 

さらに、市内各地の観光資源の連携や、人々のもてなしの心を育てることにより、地域へ

の滞在性を高め、交流人口の増大と観光関連産業の振興をめざします。 

 

 

目標５ たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる 【教育・文化分野】 

子ども達をめぐる問題が深刻化するなか、次代を担う心身ともにたくましい子どもや青少年

を 育てます。そして、郷土の歴史や伝統文化に誇りを感じ、自分達のまちをよくしたいと

いう熱い 思いと行動力のある人を、学校教育や生涯学習を通じて育てます。 また、家族や

仲間とのスポーツ・レクリエーション活動、芸術及び文化活動を活性化し、市民 の生きが

いを育てるとともに、互いの交流を通じて、新たな地域文化の創造に努めます。 

【参考】第 1次甲賀市総合計画 後期基本計画 
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頁イメージ 資料等 

３．都市経営と協働 

（１）“甲賀流”で世界を魅了する 

・ 忍者という他の自治体にはないコンテンツを活かします。 

・ シティセールスの展開により、人、企業、社会から選ばれるまちとなり

ます。 

・ 甲賀ブランドの価値を高め、東海道の町なみや紫香楽（信楽焼）、お茶、

自然、文化、伝統技術などへの波及効果を生み出します。 
 

 

（２）誰もが主役となり、持続可能なまちとなる 

・ 市民や各種団体、企業などまちづくりを担う誰もが主役となり、それぞ

れが役割を持ち、理解しあうことで、みんなの総力戦で未来を拓きます。 

・ 市民幸福度の最大化を目指すため、限られたヒト・モノ・カネを効率的・

効果的に配分し、まちづくりはハードからソフト、ソフトからハートへ

と転換します。 

・ 前例踏襲、横ならびではなく、試行錯誤を繰り返す「行動力」を応援し

ます。 

 
 

協働の目標 市民と行政の協働により、まちの成長力を高める 

まちの主役である市民が、まちや地域の課題を自ら考え、助け合い、知恵を出し合いなが

ら、生活の安心や元気、コミュニティを育てていく活動を展開します。 

行政は、市民への積極的な情報公開と市民意向の把握を図りつつ、施策評価の仕組みづく

り、事務事業の見直し、公共施設の統廃合、広域行政の連携強化、民間活力の導入促進を図

るなど、効率的・効果的な行財政運営を進めます。また、市民活動への支援や心のかよう行

政サービスの提供体制の強化を図ります 

 

【参考】第 1次甲賀市総合計画 後期基本計画 
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頁イメージ 資料等 

目標 施策の柱（大区分） 主要施策（中区分） 

目
標

1 

生活の安心感を 
みんなで育てる 

 

ともに認めあう人権文化のまちづく
り 

人権尊重社会の形成 

同和問題の解決 

男女共同参画社会の実現 

多文化共生社会の形成 

みんなで支えあう福祉のまちづくり 

高齢者福祉の充実 

障がい者福祉の充実 

地域福祉の充実 

社会保障の充実 

安心して子どもを産み育てられるま

ちづくり 

子育て支援の充実 

保育の充実 

ひとり親家庭の支援 

みんなが健康でいきいきと暮らせる

まちづくり 

保健・医療の充実 

健康づくりの推進 

目
標

2 自然環境を大切にし、 
暮らしの豊かさにつなぐ 

豊かな自然を守り親しむ、うるおい
のあるまちづくり 

自然環境の保全と共生 

水と緑の環境整備 

美しいふるさとの風土を守り育てる
まちづくり 

ふるさとの風景の保全 

美しい風土景観の創造 

今あるものを大切にする資源循環型

のまちづくり 

省資源・省エネルギーの推進 

廃棄物処理対策の充実 

目
標

3 

安全で快適な生活の基盤を 
整え、まちの活力を高める 

誰もが移動しやすいまちづくり 
道路網の整備 

公共交通の充実 

安全で快適な定住環境が整ったまち
づくり 

住宅環境の整備 

防災対策の充実 

防犯・安全対策の充実 

情報を暮らしの豊かさにつなげるま
ちづくり 

電子自治体の構築 

高度情報化社会への対応 

新名神高速道路を活かした活力と魅
力あるまちづくり 

新名神高速道路を活かした地域整備 

拠点を形成する市街地の整備 

目

標
4 

地域の特性を活かし、 
元気な産業を伸ばす 

大地の恵み豊かなまちづくり 

農業の振興 

林業の振興 

畜産業の振興 

水産業の振興 

鳥獣害対策の推進 

人行き交い心はずむまちづくり 

観光資源の活用 

受け入れ体制の充実 

情報発信システムの拡充 

元気な産業を育むまちづくり 

地場産業・工業の振興 

企業立地の促進 

商業の振興 

就労支援と労働環境の向上 

目

標
5 

たくましい心身と郷土への 
誇りをもつ人を育てる 

学びが生きがいをうみだすまちづく
り 

生涯学習の充実 

人権学習の推進 

生涯スポーツの推進 

子どもや若ものがいきいきと育つま
ちづくり 

学校教育の充実 

子どもの安心・安全の充実 

青少年の健全育成 

歴史と文化を守り創るまちづくり 

文化財の保存と活用 

伝統文化の継承と啓発 

文化・芸術・芸能の振興 

     

協
働
の
目
標 

市民と行政の協働により、 
まちの成長力を高める 

 

みんなで支えあう協働のまちづくり 
市民が主体となったまちづくりの推進 

協働のまちづくりの推進 

市民に開かれた効率的な行財政運営 
広報・広聴体制の充実 

効率的・効果的な行財政運営 

  

 基本計画（施策体系） 

【参考】第 1次甲賀市総合計画 施策体系 分野 分類 施策
あふれる愛に　あなたも仲間 小規模多機能自治 自治振興会の活動充実

新しい地域コミュニティ活動の活性化
市民活動の支援

シティーセールス シティセールスの推進
市民共生 人権文化の醸成

人権の擁護
多文化共生

地域福祉 地域福祉の充実
生活の安定の確保

いろどる山河と　生きいき文化 生涯学習・文化・スポーツ 生涯学習の充実
文化・芸術の振興
スポーツの推進

歴史・文化財 文化財調査の推進
文化財の保全と継承
歴史資産の保全と活用

環境・景観 自然保護の推進
公園の整備・維持管理
水辺空間の活用
良好な景観の保全と創出
生活環境の向上

循環型社会 ごみの減量と適正処理
低炭素社会への転換

こぼれる笑顔に　応える安心 防災・安全 セーフコミュニティの推進
地域防災体制・基盤の強化
消防体制・基盤の充実
防犯・安全体制の強化
治水対策の推進
地域情報化の推進

保健・医療 健康づくりの推進
疾病予防対策の推進
地域医療体制の確保

高齢福祉 その人らしい高齢期の暮らしをつくる環境の充実
介護等への支援の充実

障がい福祉 障がいのある人等への支援の充実
社会保障 セーフティネットの堅持

年金・保険制度の適正運用
道路・交通 道路の整備

道路空間の整備・維持管理
公共交通の機関の利便性向上
新名神・名神高速道路の活用促進

住宅・住生活 良質な住宅資産の形成と活用
公営住宅の整備・維持管理

都市計画 拠点を形成する市街地の整備
市街地の整備と土地利用の適切な誘導

上下水道 上水道事業の健全経営
下水道及び浄化槽の整備・維持管理・更新
下水道事業の健全経営

うみだす活力　受けつぐ伝統 農林畜産水産業 持続的・安定的な生産基盤の確立
地域ブランドづくりの推進
林業の振興
鳥獣害対策の推進

商工業・地場産業 商業の振興
地場産業・工業の振興
就労支援と労働環境の向上

雇用・活躍 勤労者福祉の充実
男女共同参画社会の形成

観光 観光客誘致の推進
観光資源の活用促進
観光施設の整備・維持管理

かがやく未来に　鹿深の夢を 子ども・子育て 就学前教育・保育の充実
地域ぐるみの子ども・子育て支援の充実
産前産後・乳幼児期の安心の確保
放課後児童対策の充実

学校教育・青少年 教育内容の充実
安心で安全な教育環境の確保
学校施設・設備の充実
学区再編の推進
青少年の健全育成の推進

行財政 行政事務の効果的・効率的な実施
情報提供・情報公開の充実
財政・財産の適正な管理運営
職員の資質向上
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